
総合研究所  シンポジウム 

平成18年11月30日（木）　午前10時～ 

『地域社会の活性化に果たす 
　　　　　　中小企業の役割と課題』 

日　　時 

公庫ビル9階　大会議室 

（東京都千代田区大手町1－9－3） 

※裏面案内図をご参照下さい。 

会　　場 

シンポジウムの開催にあたって 

　日本経済が息の長い回復の動きを持続しているにもかかわらず、地域間にみられる経済活
動の明暗は、いつまでも解消されないままとなっています。大都市圏およびその周辺地域では、
機械産業などの好調に牽引されて景気の拡大が鮮明なものになっている一方、産業集積が希
薄な地域においては、景気回復への足がかりさえまだ見出せない地域が少なくありません。
今後、人口の減少と高齢化が本格化するなか、地域間の経済格差がさらに拡大することが懸
念されます。 
　しかし、目をこらして地域の現場をみれば、新たなビジネスモデルを担った中小企業の台
頭や地域産業再生の動きが多くの地域でみられます。地方公共団体や地域金融機関も、地域
経済の活性化に向けた取り組みを開始しています。また、地域コミュニティを再生しようと
する活動も少なからぬ地域でおこっています。 
　地域社会活性化の担い手は、中小企業とそれを支える地域機関、そして、地域を愛し、地
域に根ざした活動を展開する人々をおいてほかにありません。 
　中小企業金融公庫総合研究所は、地域経済活性化に向けた中小企業や地域機関の潮流を捉え、
そこにどのような課題があるかを明らかにすべく「地域社会の活性化に果たす中小企業の役
割と課題」をテーマとしたシンポジウムを企画いたしました。シンポジウムでは、このテー
マに関連した９つのサブ・テーマにつき、総合研究所の職員が研究の成果を発表します。そ
して、それぞれのテーマにつき、企業経営者、実務家、学識経験者のコメントをいただくこ
とにしています。さまざまな立場からの多様な意見が共鳴しあって、参加者の理解が深まれ
ばと願っております。 
　多方面な皆様の参加をお待ちしています。 
 

中小企業金融公庫総合研究所 

所長　柴山 清彦 

（4）パネルディスカッション　　16：15～17：15

チェアマン　中小企業金融公庫総合研究所所長　　　　　　　　  柴山　清彦 
 
パネリスト　高知県信用保証協会会長　　　　　　　　　　　　川田　惠司氏 
 
パネリスト　「首都圏情報産業特区・八王子」構想推進協議会（サイバーシルクロード八王子）会長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 甲谷　勝人氏 
 
パネリスト　上田市産学官連携支援施設（AREC）事務局長兼産学連携コーディネーター 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岡田　基幸氏 
 
パネリスト　横浜国立大学大学院環境情報研究院・環境情報学府教授　三井　逸友氏 

　テーマ：地方自治体による「ヒトづくり」支援　　　　14：00～14：50

発表者　　　竹内　清 
コメンテーター　上田市産学官連携支援施設（AREC）事務局長兼 産学連携コーディネーター 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田　基幸氏 
コメンテーター　大阪商業大学総合経営学部助教授　　　　　　　　粂野　博行氏 

　テーマ：若年者雇用促進に向けたさまざまな試み　　　15：00～15：50

発表者　　　篠�　恵美子 
コメンテーター  「首都圏情報産業特区・八王子」構想推進協議会（サイバーシルクロード八王子）会長　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲谷　勝人氏 
コメンテーター　東京大学大学院経済学研究科ものづくり経営研究センター特任助教授 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安田　  雪  氏 

中小企業と地域コミュニティによる若年者の確保・育成・活用の具体的な試みを紹介し、
若年者の就業状況改善に向けた地域中小企業の取組みが、地域経済の活性化のために有効
であるということを論じます。 

活力ある地域社会を実現するための重要な要素として注目されている、地域における「ヒ
ト」の育成・活用について、特徴的な事例などを通じて地方自治体による「ヒトづくり」
支援の方向性や現在直面している課題を示します。 

中小企業金融公庫　総合研究所 

電話 03（3270）1270 

FAX 03（3270）1983 

（担当：竹内、桑本） 

e-mail : souken@jasme.go.jp

●JR東京駅から徒歩11分／JR神田駅から徒歩10分 
●地下鉄丸ノ内線Ａ-1出口  徒歩1分 
　地下鉄千代田線Ｃ-1出口  徒歩1分 
　地下鉄半蔵門線Ａ-1またはＣ-1出口  徒歩1分 
　地下鉄東西線  徒歩4分／地下鉄都営三田線  徒歩4分 
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シンポジウム・スケジュール 

午　　前　　の　　部 10：00～11：50

13：00～17：15

（1）総裁挨拶　  中小企業金融公庫 総裁　　水口　弘一 

（2）基調講演　『地域経済活性化と中小企業の多様な可能性』　　 

　　　　　　　　　慶應義塾大学経済学部教授、日本中小企業学会会長　　渡辺　幸男氏 

午　　後　　の　　部 

（3）研究成果発表 

情報・通信技術や輸送手段が進歩し、工業立地の自由度が格段に増大した結果、各地域に
特色ある産業集積が形成される可能性が拡大しているという仮説をデータと典型的事例に
基づいて実証します。 

　テーマ：地域産業集積の変容　　　　　　　　　　　　14：00～14：50

発表者　　　古永　義尚 
コメンテーター　和田ステンレス工業株式会社代表取締役社長　和田　喜代作氏 
コメンテーター　熊本学園大学商学部助教授　　　　　　　　　西岡　　正　氏 

　テーマ：生産機能の国際的配置　　　　　　　　　　　15：00～15：50

発表者　　　久保田　典男 
コメンテーター　大島工業株式会社代表取締役社長　　　　　　　   大島　哲雄氏 
コメンテーター　横浜国立大学大学院環境情報研究院・環境情報学府教授　三井　逸友氏 

中小企業の生産機能の国際配置を考察するには、主力ユーザーの動向や立地論的な制約に
加え、経営資源の特性及び企業の戦略に着目する複合的視点が必要であることを、ASEAN、
中国の両方に生産拠点を有する電機、自動車関連の中小部品メーカーの企業事例を通じて
みていきます。 

中小企業においても、生産拠点や活用する経営資源を戦略的に選択することはよくみられ
ることですが、このような企業行動を通じて、地域産業集積の機能が変容する可能性につ
いて、典型的な企業事例を通じてみていきます。 

発表者　　　広瀬　実樹 
コメンテーター　社団法人日本観光協会総合研究所所長　　　　　　古賀　  学  氏 
コメンテーター　株式会社ツーリズム・マーケティング研究所主任研究員　井門　隆夫氏 

情報・通信技術や輸送手段の進歩、個人客増加に伴うニーズの多様化等に柔軟に対応する
ことで、観光ホテル・旅館における事業展開には多様な可能性が広がっています。その展
開を、厳しい環境下にあっても成長を続ける中小企業の事例からみていきます。 

　テーマ：企業再生の担い手と課題　　　　　　　　　　14：00～14：50

発表者　　　芳野　昌利 
コメンテーター　千葉県中小企業再生支援協議会支援業務責任者　 西川　  力  氏 
コメンテーター　慶應義塾大学大学院商学研究科教授　　　　　　 鞍谷　雅敏氏 

　テーマ：企業間連携のさまざまなかたち　　　　　　　15：00～15：50

発表者　　　柴山　清彦 
コメンテーター　本多電子株式会社代表取締役社長　　　　　　本多　洋介氏 
コメンテーター　東洋大学経済学部教授　　　　　　　　　　　安田　武彦氏 

企業間連携のかたちは、連携を構成する企業の戦略と、それを反映した経営資源の特性に
応じて形成されるという仮説を「強い下請け企業モデル」と「革新的中小企業モデル」と
名づける典型的企業事例に基づいて実証します。 

景気の回復に伴って、「再生ブーム」にも一服感が見られますが、地域における事業再生
はむしろこれから本格化するとの予想もあります。中小企業再生支援協議会の支援を受け
た企業を事例として、中小企業再生の実際と中小企業再生支援協議会の役割と課題を整理・
検討します。 

発表者　　　市川　慎 
コメンテーター　高知県信用保証協会会長　　　　　　　　　川田　惠司氏 
コメンテーター　中央大学商学部教授　　　　　　　　　　　根本　忠宣氏 

地域経済の活性化に向けて、地域金融機関が新事業創出や既存事業の強化を支援する上で
は、大学や地域の支援機関等との連携を強めることが有効と考えられます。ここでは、大
都市圏および地方圏での取組事例をもとに、地域金融機関が果たす役割を考察します。 

発表者　　　柴山　清彦 
コメンテーター　森精機器株式会社代表取締役社長　　　　　　森脇　祐幸氏 
コメンテーター　東洋大学経済学部教授　　　　　　　　　　　安田　武彦氏 

・第Ⅱセッション　『地域産業の新たな動き』 

　テーマ：観光ホテル・旅館の環境変化への対応　　　　13：00～13：50

・第Ⅲセッション　『中小企業と地域コミュニティ』 

　テーマ：地域経済活性化に果たす地域金融機関の役割　13：00～13：50

・第Ⅰセッション　『地域産業集積のゆくえ』 

　テーマ：工場の地域分散を促すもの　　　　　　　　　13：00～13：50
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パネリスト　上田市産学官連携支援施設（AREC）事務局長兼産学連携コーディネーター 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岡田　基幸氏 
 
パネリスト　横浜国立大学大学院環境情報研究院・環境情報学府教授　三井　逸友氏 

　テーマ：地方自治体による「ヒトづくり」支援　　　　14：00～14：50

発表者　　　竹内　清 
コメンテーター　上田市産学官連携支援施設（AREC）事務局長兼 産学連携コーディネーター 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田　基幸氏 
コメンテーター　大阪商業大学総合経営学部助教授　　　　　　　　粂野　博行氏 

　テーマ：若年者雇用促進に向けたさまざまな試み　　　15：00～15：50

発表者　　　篠�　恵美子 
コメンテーター  「首都圏情報産業特区・八王子」構想推進協議会（サイバーシルクロード八王子）会長　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲谷　勝人氏 
コメンテーター　東京大学大学院経済学研究科ものづくり経営研究センター特任助教授 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安田　  雪  氏 

中小企業と地域コミュニティによる若年者の確保・育成・活用の具体的な試みを紹介し、
若年者の就業状況改善に向けた地域中小企業の取組みが、地域経済の活性化のために有効
であるということを論じます。 

活力ある地域社会を実現するための重要な要素として注目されている、地域における「ヒ
ト」の育成・活用について、特徴的な事例などを通じて地方自治体による「ヒトづくり」
支援の方向性や現在直面している課題を示します。 

中小企業金融公庫　総合研究所 

電話 03（3270）1270 

FAX 03（3270）1983 

（担当：竹内、桑本） 

e-mail : souken@jasme.go.jp

●JR東京駅から徒歩11分／JR神田駅から徒歩10分 
●地下鉄丸ノ内線Ａ-1出口  徒歩1分 
　地下鉄千代田線Ｃ-1出口  徒歩1分 
　地下鉄半蔵門線Ａ-1またはＣ-1出口  徒歩1分 
　地下鉄東西線  徒歩4分／地下鉄都営三田線  徒歩4分 
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